
八千代市地域防災計画（素案）【総則編】新旧対照表 

総則編-1 

頁 新 旧 

 第１節 計画の策定方針 第１節 計画の策定方針 

 第２ 計画の性格及び災害の範囲 第２ 計画の性格及び災害の範囲 

2 ２ 災害の範囲と計画の構成 ２ 本計画で扱う災害の範囲 

 本計画で扱う災害の範囲は，震災，風水害，大規模事故災害とする。また，これら３つの災害ごとの編と，

すべての災害に共通する総則，資料をあわせて次の５編で構成する。 

本計画では,地震による災害（建造物の倒壊,大規模火災等）についての対応を図る。 

  

八
千
代
市
地
域
防
災
計
画 

 

 
総 則 編 

計画の目的,防災関係機関の業務大綱,災害に関わる地域の自然環境,

社会環境等 

   

 

 
震 災 編 

地震災害，南海トラフ地震に係る周辺地域としての対応計画，本海溝・

千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進計画 

   

 

 
風 水 害 編 水害，土砂災害，風害等 

   

 

 
大規模事故編 

大規模火災，林野火災，危険物等災害，鉄道災害，航空機災害，道路

災害，放射性物質事故 

   

 資 料 編 資料，様式，条例等 

  

 

 第３ 他の計画との関係 第３ 他の計画との関係 

 ２ 八千代市総合計画及び八千代市国土強靭化地域計画との関係 ２ 八千代市総合計画との関係 

 本計画は，「八千代市第５次総合計画」の基本構想にある「人がつながり 未来につなぐ 緑豊かな 笑顔

あふれるまち やちよ」の実現や「八千代市国土強靭化地域計画」の基本目標にある「「強さ」と「しなやか

さ」を持った安全・安心な地域」の実現に向けての諸施策と整合を図り，併せて「平成 26・27 年度千葉県地

震被害想定調査報告書」（平成 28年３月），「八千代市直下型地震等被害量予測業務調査報告書」（平成 16年３

月）による想定結果を踏まえ，「安心・安全に暮らせるまちづくり」に配慮したものである。 

したがって，総合計画に修正が生じ，本計画を修正する必要がある場合は，市防災会議において調整を図る

ものとする。 

本計画は，「八千代市第５次総合計画」の基本構想にある「人がつながり 未来につなぐ 緑豊かな 笑顔

あふれるまち やちよ」の実現に向けての諸施策と整合を図り，併せて「平成 26・27 年度千葉県地震被害想

定調査報告書」（平成 28年３月），「八千代市直下型地震等被害量予測業務調査報告書」（平成 16年３月）によ

る想定結果を踏まえ，「安心・安全に暮らせるまちづくり」に配慮したものである。 

 

したがって，総合計画に修正が生じ，本計画を修正する必要がある場合は，市防災会議において調整を図る

ものとする。 

 第２節 防災関係機関等の処理すべき事務又は業務の大綱 第２節 防災関係機関等の処理すべき事務又は業務の大綱 

10 第６ 指定地方公共機関 

機関名 (出先機関 ) 事 務 又 は 業 務 の 大 綱 

<略> <略> 
大 多 喜 ガ ス ㈱ 
( 八 千 代 事 業 所 ) 

ガス施設の防災対策及び災害時における供給対策に関すること 
日 本 瓦 斯 ㈱ 
( 八 千 代 営 業 所 ) 

(公社 )千  葉  県 

Ｌ Ｐ ガ ス 協 会 

<以下略> <以下略> 
 

第６ 指定地方公共機関 

機 関 名 ( 出 先 機 関 ) 事 務 又 は 業 務 の 大 綱 

<略> <略> 
大 多 喜 ガ ス ㈱ 
( 八 千 代 事 業 所 ) 

ガス施設の防災対策及び災害時における供給対策に関すること 
日 本 瓦 斯 ㈱ 
( 八 千 代 営 業 所 ) 

( 一 社 ) 千  葉  県 

Ｌ Ｐ ガ ス 協 会 

<以下略> <以下略> 
 

 第７ 公共的団体その他防災上重要な施設の管理者  第７ 公共的団体その他防災上重要な施設の管理者 

12  

機関 名 ( 出先機 関 ) 事 務 又 は 業 務 の 大 綱 

<略> <略> 

八 千 代 市 1 災害危険個所，異常現象等を発見した場合の市，警察署，消防本部への連絡

 

機関 名 ( 出先機 関 ) 事 務 又 は 業 務 の 大 綱 

<略> <略> 

八 千 代 市 1 災害危険個所，異常現象等を発見した場合の市，警察署，消防署等への

【総則編】　　資料２
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総則編-2 

頁 新 旧 

防 犯 組 合 連 合 会 通報に関すること 

2 その他災害応急対策についての協力に関すること 

八千代市赤十字奉仕団 1 被災者に対する炊き出し，救援物資の配分及び避難所内の世話業務等の協力

に関すること 

2 その他災害応急対策についての協力に関すること 社 会 教 育 関 係 団 体 

<略> <略> 
 

防 犯 組 合 連 合 会 連絡通報に関すること 

2 その他災害応急対策についての協力に関すること 

八千代市赤十字奉仕団 1 被災者に対する炊き出し，救援物資の配分及び避難所内の世話業務等の

協力に関すること 

2 その他災害応急対策についての協力に関すること 社 会 教 育 関 係 団 体 

<以下略> <略> 
 

 第３節 市の概況 第３節 市の概況 

 第１ 自然的条件 第１ 自然的条件 

15 ３ 地形 ３ 地形 

 <略> <略> 

 
下総上位面 

約12～13万年前に形成された台地面で，平均標高は約20～25ｍであり，京成八千代台駅付

近が最も高く約28ｍとなっている。 

下総下位面 
約８万年前に形成されたもので，下総上位面より一段低い面である。上位面との比高差は

５ｍ程度であり，その境界は明確ではない。 

千 葉 段 丘 

河岸段丘であり，上下２段（千葉第１段丘・千葉第２段丘）に区分される。下位面である

第２段丘は約３万年前に形成され谷底平野との比高差は約２～４ｍで，台地の最縁部に細

長く分布している。上位面である第１段丘は約６万年前に形成され，その面積は狭く，新

川，桑納川沿いにわずかに見られるのみである。 

<略> <略> 
 

下総上位面 
約12～13万年前に形成された台地面で，平均標高は20～25ｍであり，京成八千代台駅付近

が最も高く28ｍとなっている。 

下総下位面 
約８万年前に形成されたもので，下総上位面より一段低い面である。上位面との比高差は

５ｍ程度であり，その境界は明確ではない。 

千 葉 段 丘 

河岸段丘であり，上下２段（千葉第１段丘・千葉第２段丘）に区分される。下位面である

第２段丘は約３万年前に形成され谷底平野との比高差は２～４ｍで，台地の最縁部に細長

く分布している。上位面である第１段丘は約６万年前に形成され，その面積は狭く，新川，

桑納川沿いにわずかに見られるのみである。 

<略> <略> 
 

16 ５ 気象 ５ 気象 

 下総台地の西部に位置する本市は，冬には北ないし北西の風が強く，夏には海風の影響が及ぶ地域である。

また，降水量の少ない地域である。 

消防本部の観測データ（令和元年～令和５年）によると，年間の平均気温は16.1℃，平均湿度は68.3％，平

均風速は3.2ｍである。 

また，年間の平均降水量は約 1,322mm，年間の平均降雪量は約 0.6cmで平成 26年には年間 75.9cmの降雪が

あった。 

下総台地の西部に位置する本市は，冬には北ないし北西の風が強く，夏には海風の影響が及ぶ地域である。

また，降水量の少ない地域である。 

八千代市消防本部の観測データ（平成25年～令和２年）によると，年間の平均気温は15.9℃，平均湿度は

63.1％，平均風速は3.4ｍである。 

また，年間の平均降水量は約 1,280mm，年間の平均降雪量は約 10.8cmで平成 26年には年間 75.9cmの降雪が

あった。 

 第２ 社会的条件 第２ 社会的条件 

 １ 人口と世帯 １ 人口と世帯 

17 (1)人口と世帯 (1)人口と世帯 

 東京都心から 30ｋｍ圏にある本市は，昭和 30年代から昭和 50年代前半にかけて大規模な住宅団地が造成

され，昭和 55年まで急激な人口増加が見られたが，昭和 50年代後半からは人口増加は徐々に収まってきた。

その後，平成９年頃になると，東葉高速線の開通による首都圏へのアクセス速度の向上に伴い再び人口が増

加傾向となり，令和２年３月には住民登録人口 20万人に到達した。現在の人口は約 20.5万人，世帯数は約

9.6 万世帯を数えるに至っている。平均世帯人員は，現在３人を切っており，核家族化の傾向が年々顕著に

なっている。特に単身世帯，２人世帯の比率は，それぞれ昭和 55年の 11.1％，13.1％，平成２年の 18.1％，

17.7％，平成 12年の 21.9％，26.6％と目立って増加し，平成 22年には，26.2％，29.2％と，その合計が半

数を超えている。 

東京都心から 30ｋｍ圏にある本市は，昭和 30年代から昭和 50年代前半にかけて大規模な住宅団地が造成

され，昭和 55年まで急激な人口増加が見られたが，昭和 50年代後半からは人口増加は徐々に収まってきた。

その後，平成９年頃になると，東葉高速線の開通による首都圏へのアクセス速度の向上に伴い再び人口が増

加傾向となり，令和２年３月には住民登録人口 20万人に到達した。現在の人口は約 20.2万人，世帯数は約

9.2 万世帯を数えるに至っている。平均世帯人員は，現在３人を切っており，核家族化の傾向が年々顕著に

なっている。特に単身世帯，２人世帯の比率は，それぞれ昭和 55年の 11.1％，13.1％，平成２年の 18.1％，

17.7％，平成 12年の 21.9％，26.6％と目立って増加し，平成 22年には，26.2％，29.2％と，その合計が半

数を超えている。 

 （令和６年３月 31日現在） 

世帯数 人 口 人口密度(人/k㎡) 1世帯当り人口 

97,500 205,965 4,008 2.11 

  （資料：戸籍住民課） 

（令和３年３月 31日現在） 

世帯数 人 口 人口密度(人/k㎡) 1世帯当り人口 

92,649 202,561 3,942 2.18 

 （資料：戸籍住民課） 
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頁 新 旧 

 (2)地域別世帯数及び人口 (2)地域別世帯数及び人口 

 （令和６年３月 31日現在） 

地 域 阿 蘇 (うち米本団地) 村 上 (うち村上団地) 睦 

世 帯 数 4,988 (3,195) 16,932 (3,800) 3,394 

人 口 8,917 (5,028) 34,723 (6,038) 7,212 

１世帯あたり人口 1.79 (1.60) 2.05 (1.58) 2.12 

地 域 大和田 高津・緑が丘 (うち高津団地) 八千代台 勝田台 

世 帯 数 28,59 17,286 (4,118) 17,550 8,139 

人 口 66,008 37,851 (6,712) 34,945 16,309 

１世帯あたり人口 2.28 2.19 (1.66) 1.98 2.00 

 （資料：戸籍住民課） 

（令和３年３月 31日現在） 

地 域 阿 蘇 (うち米本団地) 村 上 (うち村上団地) 睦 

世 帯 数 4,912 (3,173) 14,103 (3,597) 3,253 

人 口 9,175 (5,277) 30,496 (6,079) 7,232 

１世帯あたり人口 1.87 (1.66) 2.16 (1.69) 2.22 

地 域 大和田 高津・緑が丘 (うち高津団地) 八千代台 勝田台 

世 帯 数 27,862 15,861 3,993 16,929 9,729 

人 口 65,971 35,483 6,935 34,157 20,047 

１世帯あたり人口 2.37 2.24 (1.74) 2.02 2.06 

  （資料：戸籍住民課） 

 (3)昼夜間人口 (3)昼夜間人口 

 （令和２年 10月１日現在） 

夜間人口(Ａ) 
昼間人口(Ｂ) 

（Ａ-Ｃ+Ｄ） 
流出人口(Ｃ) 流入人口(Ｄ) 

残留人口（Ｅ） 

(Ａ-Ｃ) 

199,498 169,483 58,832 30,149 140,666 

  (資料：国勢調査） 

（平成 27年 10月１日現在） 

夜間人口(Ａ) 
昼間人口(Ｂ) 

（Ａ-Ｃ+Ｄ） 
流出人口(Ｃ) 流入人口(Ｄ) 

残留人口（Ｅ） 

(Ａ-Ｃ) 

193,152 167,277 57,485 31,610 135,667 

  (資料：国勢調査） 

 ２ 交通 ２ 交通 

 (1)道路 (1)道路 

 本市の道路網は，国道 16号と国道 296号（成田街道）の国道２路線，船橋印西線，幕張八千代線，千葉竜

ケ崎線，八千代宗像線，千葉鎌ケ谷松戸線，大和田停車場線の県道６路線と市道 3,143路線（令和３年３月

31 日現在）により形成されている。市域の中央部をほぼ南北に縦断する国道 16 号は，首都圏を環状にとり

まく広域幹線道路であり，広域的な通過交通の増大と市内の交通需要の増大により交通量は年々増加し，市

内最大となっている。また，市域の南部をほぼ東西に横断する国道 296号（成田街道）は，交通量も多く，

２車線のため慢性的な交通渋滞を招いている。 

本市の道路網は，国道 16号と国道 296号（成田街道）の２つの広域幹線道路を軸として，船橋・印西線，

幕張・八千代線，千葉・竜ケ崎線，八千代・宗像線，千葉・鎌ケ谷・松戸線，大和田停車場線の県道６路線

と市道 3,143路線（令和３年３月 31日現在）が連絡し形成されている。市域の中央部をほぼ南北に縦断する

国道 16号は，首都圏を環状にとりまく広域幹線道路であり，広域的な通過交通の増大と市内の交通需要の増

大により交通量は年々増加し，市内最大となっている。また，市域の南部をほぼ東西に横断する国道 296号

（成田街道）は，船橋市から佐倉市に至る広域幹線道路で交通量も多く，２車線のため慢性的な交通渋滞を

招いている。 

18 (2)鉄道 (2)鉄道 

 ア 京成本線（京成電鉄株式会社・市内 4.9ｋｍ） ア 京成本線（京成電鉄株式会社・市内 4.9ｋｍ） 

 市域の南端部をほぼ東西方向に走る路線である。 市域の南端部をほぼ東西方向に走る路線である。 

 市内には，西から八千代台駅，京成大和田駅，勝田台駅の３駅がある。このうち八千代台・勝田台の２

駅には，全車両が停車する。（八千代台駅にはモーニング・イブニングライナーも停車） 

市内には，西から八千代台駅，京成大和田駅，勝田台駅の３駅がある。このうち八千代台・勝田台の２

駅には，全車両が停車する。（八千代台駅にはモーニング・イブニングライナーも停車） 

 乗降客は市内で最も多い勝田台駅が１日平均47,512人，次いで八千代台駅42,892人，京成大和田駅11,776

人となっている。（令和５年度・京成電鉄㈱資料） 

乗降客は市内で最も多い勝田台駅が１日平均39,361人，次いで八千代台駅35,919人，京成大和田駅9,806

人となっている。（令和２年度・京成電鉄㈱資料） 

 イ 東葉高速線（東葉高速鉄道株式会社・市内 5.9ｋｍ） イ 東葉高速線（東葉高速鉄道株式会社・市内 5.9ｋｍ） 

 東葉勝田台駅から西船橋駅（船橋市）に至る路線で，市域のほぼ中央部を東西方向に走る。 東葉勝田台駅から西船橋駅（船橋市）に至る路線で，市域のほぼ中央部を東西方向に走る。 

 市内には，西から八千代緑が丘駅，八千代中央駅，村上駅，東葉勝田台駅の４駅があり，東葉勝田台駅

は京成本線の勝田台駅と接合している。 

市内には，西から八千代緑が丘駅，八千代中央駅，村上駅，東葉勝田台駅の４駅があり，東葉勝田台駅

は京成本線の勝田台駅と接合している。 

 １日平均乗降客数は，八千代緑が丘駅39,627人，八千代中央駅22,781人，村上駅6,735人，東葉勝田台駅

27,439人となっている。（令和５年度・東葉高速鉄道㈱資料） 

１日平均乗降客数は，八千代緑が丘駅31,930人，八千代中央駅18,759人，村上駅4,836人，東葉勝田台駅

23,670人となっている。（令和２年度・東葉高速鉄道㈱資料） 
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 ３ 産業経済 ３ 産業経済 

 本市の工業は，３つの内陸工業団地（吉橋，八千代，上高野）を中心に展開され，市全体で約170事務所が

立地し，金属製品製造業が主体となっている。（2023年経済構造実態調査 製造業事業所調査） 

<略> 

本市の工業は，３つの内陸工業団地（吉橋，八千代，上高野・村上）を中心に展開され，金属製品，一般機

械等の加工組立型の業種が主体となっている。この３工業団地には合計で約100事業所が立地し，市全体の約

６割を占めている。（2020年工業統計調査） 

<略> 

19 ４ 土地利用 ４ 土地利用 

 <略> 

工業地は，南北の中間に位置する中部地域に，八千代，吉橋，上高野の３工業団地が形成されている。 

<略> 

(1)市域の南部（おおむね国道296号周辺から南側）･･･京成本線沿線を中心に市街地が形成された既

成市街地 

(2)市域の中央部（おおむね国道296号周辺から国道296号バイパスまで）･･･東葉高速線沿線を中心に

比較的新しい市街地が形成されるとともに，工業団地や市街化調整区域が含まれる複合市街地 

(3)市域の北部（おおむね国道296号バイパスから北側）･･･農地が広がり，多くの自然環境が残され

ている自然環境保全地域 

都市計画法に基づく都市計画区域は，全市域に指定されている。このうち市街化区域は令和６年３月末現在

で全市域の約 45％にあたる 2,303haとなっている。 

また，用途地域の指定は，住居系約 81.1％，商業系約 4.5％，工業系約 14.4％となっている。 

<<略> 

工業地は，南北の中間に位置する中部地域に，八千代，吉橋，上高野，村上の３工業団地が形成されている。 

<略> 

(1)市域の南部（おおむね京成本線から国道296号周辺まで）･･･京成本線沿線を中心に市街地が形成さ

れた既成市街地 

(2)市域の中央部（おおむね国道296号周辺から国道296号バイパスまで）･･･東葉高速線沿線で市街化

が進行している新市街地 

(3)市域の北部（おおむね国道296号バイパスから北側）･･･農地が広がり，多くの自然環境が残されて

いる自然環境保全地域 

都市計画法に基づく都市計画区域は，全市域に指定されている。このうち市街化区域は令和３年３月現在で

全市域の約 44％にあたる 2,238haとなっている。 

また，用途地域の指定は，住居系約 81.8％，商業系約 4.5％，工業系約 13.7％となっている。 

 第４節 防災ビジョン 第４節 防災ビジョン 

 第１ 基本方針 第１ 基本方針 

20 (3)防災対策の推進・改善 (3)防災対策の推進・改善 

 本計画は，八千代市地域の防災体制や各種防災対策を総合的に定めた基本計画である。 本計画は，八千代市地域の防災体制や各種防災対策を総合的に定めた基本計画である。 

 このため，八千代市国土強靱化地域計画（令和３年３月）をはじめとする防災・減災関連の各種計画を推

進するほか，災害応急対策及び復旧・復興対策の業務マニュアルを作成するとともに，八千代市業務継続計

画（ＢＣＰ）震災編（令和４年 11月）や本計画に基づく各種対策の実施を推進する。 

このため，八千代市国土強靱化地域計画（令和３年３月）をはじめとする防災・減災関連の各種計画を推

進するほか，災害応急対策及び復旧・復興対策の業務マニュアルを作成するとともに，八千代市業務継続計

画（ＢＣＰ）震災編（令和３年 11月）や本計画に基づく各種対策の実施を推進する。 

 また，本計画やマニュアル等を随時点検・修正し，本市の地域性や災害の教訓等を踏まえた内容としてい

く。 

また，本計画やマニュアル等を随時点検・修正し，本市の地域性や災害の教訓等を踏まえた内容としてい

く。 

 第２ 基本目標 第２ 基本目標 

21 (1)減災を基本とした対策 (1)減災を基本とした対策 

 ア 都市の防災構造化を推進する。 ア 都市の防災構造化を推進する。 

 市街地開発事業等による市街地整備，八千代市開発事業における事前協議の手続等に関する条例による

土地利用の誘導，防火地域及び準防火地域の指定，緑の基本計画（平成 30年３月）による公園・緑地等の

オープンスペースの整備等を推進することで市街地の不燃化や延焼遮断帯の形成を図り，地震時の延焼火

災を防止，軽減する。 

区画整理事業による市街地整備，八千代市開発事業における事前協議の手続等に関する条例による土地

利用の誘導，防火地域及び準防火地域の指定，緑の基本計画（平成 30年３月）による公園・緑地等のオー

プンスペースの整備等を推進することで市街地の不燃化や延焼遮断帯の形成を図り，地震時の延焼火災を

防止，軽減する。 

 <略> <略> 

 (3)防災対策の推進・改善 (3)防災対策の推進・改善 

 <略> <略> 

 イ その他各種災害予防計画の推進，各種災害応急対策及び各種復旧・復興対策の実施体制並びに実施環境

を整備する。 

イ その他各種災害予防計画の推進，各種災害応急対策及び各種復旧・復興対策の実施体制並びに実施環境

を整備する。 

23 八千代市地域防災力向上計画(令和６年10月)など，本計画の予防計画のアクションプランや災害応急対

策及び復旧・復興対策の業務マニュアルの作成，点検を推進し，予防計画の進捗管理や災害対策業務の円

滑化を図る。 

八千代市地域防災力向上計画(平成31年４月)など，本計画の予防計画のアクションプランや災害応急対

策及び復旧・復興対策の業務マニュアルの作成，点検を推進し，予防計画の進捗管理や災害対策業務の円

滑化を図る。 

   

 




